
 

平成１８年２月定例教育研究評議会議事録（案） 

 

Ⅰ．日 時 平成１８年２月１６日（木）１４時００分～１５時４６分 

 

Ⅱ．場 所 事務局第１会議室 

 

Ⅲ．出席者 古在学長，山根，宮崎，天野，藤井，藤澤，各理事 

      山本，堀江，徳久，中谷，金子，辻，柿原，多賀谷，藤澤，明石，安田， 

      西村，安藤，三宅，山内，上野，伊勢崎，三上，竹内，栗山，斉藤，土屋， 

      岩間，守屋，島倉，西川，秋元，菊池，犬伏，野口, 小倉，石垣，森， 

      米今，各評議員（４０名） 

      陪席：赤岩監事，長尾副理事，伊藤副理事       

 

Ⅳ．前回教育研究評議会議事録について 

   原案どおり承認された。 

 

Ⅴ．審議事項  

１．平成１８年度計画について                  

 学長から各役員の意見を反映させた平成１８年度計画（素案）について審議願い

たい旨提案があった後，天野理事から資料に基づき説明があり，審議が行われた。 

 説明の概要は次のとおり 

 ・中期計画で実施済みのものについて，国立大学法人評価委員会からの通知によ

ると，実績報告書の作成の際，実施済み，或いは，今年度は実施が終了してい

るので年度計画は無いものについては無いという書き方でもよいとのこと。  

 ・しかしながら，書いたものだけでなく先に進んでもよいので，素案のなかに実

施済みとしたものは，ほとんど無い。 

 ・１６年度，１７年度の流れの中で１８年度の計画を検討していただきたい。 

 ・当初の中期計画に書かれている内容から１６年度，１７年度の計画が少しずれ

てきている内容のものが見受けられる。 

 ・最終的には中期計画に書いてあるものを仕上げなければならないので，３年目

には軌道を修正しなければならない。必要があれば軌道修正も含めて検討願い

たい。 

 ・修正意見等がある場合は２月２８日（火）までに企画政策課へお願いしたい。 

 意見は次のとおり 

・年度計画が中期計画とずれてきたもので，ずれたものが正しいのなら中期計画

を変更したほうがよいのではないか。 

   ・中期計画は細かいことでは変えられないと指摘されている。 

 

 



   

２．中期目標・中期計画の変更について（総人件費改革関係）     

  学長から中期目標・中期計画の総人件費改革関係の変更案について審議願いたい

旨提案があった後，山根理事から資料２及び資料４に基づき説明があった。 

 説明の概要は次のとおり 

 ・平成１７年１２月２４日の閣議決定により，総人件費改革の実行計画等が策定

された。国家公務員の定員の純減目標（今後５年間で５％以上の純減）を踏ま

え，国立大学法人においても，各法人ごとに，国家公務員に準じた人件費削減

の取組を行うことを中期目標において示すこととされた。 

 ・国立大学法人は，中期目標に基づいて，今後５年間で５％以上の人件費の削減

を行うこととされ，この内容の中期計画をできる限り早期に策定することとさ

れた。 

   ・平成２２年度までに５％の削減を図るものであるが，中期計画と１年ずれるこ

とになるので平成２１年度までに４％以上の人件費の削減を図ることを本学

の中期計画に掲げることとする。 

   意見は次のとおり 

   ・中期目標について「取組を行う」という表記でいいのか。 

   ・総人件費の４％以上とあるが，何年度の総人件費を指しているのか。 

   ・人件費には非常勤職員は入らないのか。 

   ・教授，助教授の年齢によって払われる金額は違う，定員ベースと言った場合何

を根拠に総人件費の金額を出すのか。 

 

 ３．就業規則改正案について                    

  学長から平成 18 年４月１日付けで改正を予定している就業規則改正案について

審議願いたい旨提案があった後，藤井理事から資料に基づき説明があり，了承され

た。 

 

Ⅵ．報告事項 

１．「普遍教育センター（仮称）」設置に関する答申について       

  宮崎理事から「普遍教育センター（仮称）」設置に関する答申について報告があ

った後，意見交換が行われた。 

   なお，現在，専任教員の選考を進めており，４月１日付けでスタートする予定で

ある旨，学長から発言があった。 

 

２．平成１８年度千葉大学個別学力検査等志願者受付状況について   

 安田副理事から平成１８年度千葉大学個別学力検査等志願者受付状況について

報告があった。 

   なお，個別学力検査志願者の増えたところ及び減ったところの要因を分析してい

ただき，結果を今後に役立てていきたい旨，安田副理事から発言があった。 

 

 



   

３．部局間交流協定の締結について                 

  天野理事からペルー国立工科大学との部局間（学術）交流協定締結について 

報告があった。 

 

４．平成１７年度収支予算とその使途内訳の概要について       

  学長から平成１７年度収支予算とその使途内訳の概要について報告があった。 

  なお，表現等で気がついたところがあれば秘書へ申し出るよう発言があった。 

   その後，意見交換が行われた。 

 

５．その他 

 （１）オンライン書店からの図書購入について 

     土屋図書館長からオンライン書店からの図書購入について，マニュァルの 

改訂を行い「クレジットカードが使えない」を削除した旨報告があった。 

          

 （２）役員の交代について   

     学長から藤井理事が３月３１日付けで役員を退任すること，及び後任予定者

として文学部の安田浩評議員にお願いする予定である旨報告があった。 

 

 （３）監事の退任について 

     学長から赤岩監事が３月３１日付けで監事を退任する旨報告があった。 

 

（４）監事監査の報告について 

赤岩監事から監事監査（業務監査）についてお礼方々挨拶があった。 

 

  （５）ＡＰＥＣ公式国際シンポジウムについて 

      多賀谷評議員からＡＰＥＣ公式国際シンポジウムについてプログラムに基

づき説明があった。 

 

  （６）駐輪・駐車に関する有料化について 

      藤澤理事から駐輪・駐車に関する有料化について報告があった。 

報告内容は次のとおり 

・アンケートを実施した。現在分析中である。 

・約８００万円の負担金を捻出して非常勤職員５人位を雇い整理を行う。 

      ・自動車利用者から年額１万から１万２千円をいただくことについて検討

に入った。 

 

  （７）魅力ある大学院教育ＧＰについて 

      宮崎理事から大学院教育ＧＰについて報告があった。 

      報告内容は次のとおり 

      ・大学院教育ＧＰの日程が大幅に変更になった。 



   

      ・昨年の締切り７月下旬であったが，今年は３月１５日～１６日になった。 

      ・学内の締切りを３月３日（金）とさせていただく。 

・学内選考は３月６日（月）午後を予定しており，１件あたり２０分のヒ

アリングを行う。 

      なお，学長から申請にあたっては部局長が目を通してから提出するよう依

頼があった。 

 

  （８）講演会について 

      宮崎理事から３月７日の部局長連絡会終了後１６時３０分から１時間ほど

講演会（講師は亀田総合病院院長）を開催する旨報告があった。 

 

   

 

                               以 上 

  


